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使用し， 2 本の平均値， 平均赤血球直径: Bock の halometer を使用し血液塗抹標本 1 枚につ
き 10回測定した平均値。 以上の 4 恒数を基に， 平均赤血球血色素量，平均赤血球容積， 平均赤
血球血色素濃度，平均赤血球厚径， 平均赤血球球状率を法により算定した。 網赤血球比率は
Pappenheim 法によった。赤血球渉透圧抵抗は Davidsohn の方法に準じ pH 7.4燐酸緩衝食塩
水を用いて行ない， 上清の血色素量と沈潰の網赤血球比率又は放射活性を測定した。 赤血球の
in vivo59Fe 標識は 59FeC13 5μCijkg 体重を静脈内注射し， 2 時間後に非放射性鉄を静脈内及び
筋肉内に注射して 59Fe 利用をブロックし，更に週 2 回非放射性鉄を筋注して再利用を防止した。
網赤血球の in vitro59Fe 標識は Jandl の方法に準じ，自己血清を 59FeC13 と鮮置して得られる
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serum-iron -com pound を網赤血球増多血液と癖置して標識し， 4 回洗漉して赤血球内 heme 分
間以外にある contamina tion を 1%以下とした。 網赤血球のクームス試験は Suther・land の方
法に準じ，緬羊を家兎グロプリンで免疫して得られる羊抗家兎グロプリン血清を不活性化し，正




赤血球は惨透圧抵抗性を示した。一方 59Fe 標識法を用いた場合，正常又は補血 2 日後に in vivo 









1) in vivo59Fe 標識法により網赤血球分利期に新生される赤血球に， 惨透圧脆弱で早期に末梢
血液より消失する群が存在することを認めた。
2) 一方， in vitro59Fe 標識法では，潟血反応時の末梢網赤血球に，諺透圧抵抗性群と惨透圧脆
弱性群の二つの群の存在することが示された。後者が早期消失群に一致すると考えられる。
3) in vitro 37 0C 癖置は，潟血反応時の幼若赤血球には一般的に不利な影響を与えて， 溶血性
を高めることを認めた。 in vivo ではこれら幼若赤血球の高球状率を示す形態とグロプリン被
覆を有する特異性が関与して細網内皮系での選択的抑留が促されるうえ，ここで組織因子を含
めた種々の条件付けを受けるために，被抑留傾向の強い惨透圧脆弱な群は早期崩壊を余儀なく




れ易く， そこで溶血性が高められることが推測された。 in vitro 及び in vivo の実験でこれら
新生赤血球の惨透圧抵抗を検索し，惨透圧抵抗性のものと，惨透圧脆弱性のものの二種類があり，
後者が末梢血液より早期に消失することを示す成績を得た。乙れは未だ明らかでない新生赤血球
の早期崩壊の機序の解明に，細胞レベソレでの一つの根拠を与える点で有意義である。
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